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1.はじめに
二十一世紀になって七年が経過し,世の中の変化
の早さに驚く今日である。 大学も国立大学法人になっ
て多きく変化しており,これは教育現場も同様であ
る。社会における教育の関心は教育基本法の改定や
いじめをはじめ話題に事欠かない。 このような状態
の中で教科教育が小さくなっていく風を感じている
のは筆者だけではあるまい。 大学では教育臨床や虐
め問題の分野に学生が集まり,教育現場では教科の
仕事よりも担任としての仕事が忙しくなっている。
学問分野にも発達過程があり,教科関連の学会の
発展も教科としての充実の一つである。 日本教科教
育学会誌も第30巻を迎えようとしており,四半世紀
を越えている。 本学会では次のような企画が展開さ
れた。記念事業として論文のデータベースが刊行さ
れている。これは,教科教育研究において新たな研
究を始める段階で大変便利なものである。 さらに,
学会誌の充実として,書評や教科に関わる研究テー
マの文献研究が掲載されており評価することができ
る。
教科としての充実の一つは博士課程の創設である。
これまで教員養成を中心とする教育大学や教育学部
は修士課程までで博士課程はなかった。 教科教育の
研究者は専門分野の古参の教授が教科教育の担当と
して移動する,調査官や指導主事から移動する,教
育現場にいながら教科教育研究を継続した教員など
が担当していた0 博士課程はその分野の研究者養成
の場として設けられ,未設の教科にとって画期的な
ことである。
筆者ゐ担当する技術科教育はこれまで研究者養成
の機関がなかったが,兵庫教育大学連合大学院学校
教育研究科,東京学芸大学連合学校教育研究科,広
島大学教育学部博士課程後期に設立された。 博士課
程の設立はその研究分野が学問的に認知されたこと
を意味していると考えられる。 そのため,この博士
課程は教育現場と直結した問題を扱い,課題解決に
科学的な挑戦をしなければならない。 研究結果が現
場教師の学習指導の支援になり,わが国の教育の未
釆に対して指針を示す研究が期待される。
兵庫教育大学では連合研究科として,上越教育大
学,岡山大学教育学部および鳴門教育大学と連合を
組み,学校教育実践学専攻と教科教育実践学専攻の
2専攻が設置されている0 その教科教育実践学専攻
の内容は「各連合講座の基本概念を基盤にして教科
教育学,教科専門諸科学の実践に関わる原論,内容
論,方法論による教育研究を目指す。」とある。 各
連合講座はそれぞれ授業科目が原論,内容論,方法
論に大別されている。 兵庫教育大学院連合学校教育
研究科は平成8年に創設され,平成11年には「教育
実践学の構築」を刊行しその方向性を示した。 また,
昨年には同名の著書を刊行し,モデル論文の分析と
理念型の提示をしている。
課程博士は審査付きの全国学会誌あるいは国際学
会プロシーディングを2編以上,論文博士は4縮以上
と申し合わせている。 このことは,日本教科教育学
会誌の位置づけがより重要となり,投稿された論文
の審査についても厳格が要求される。
2.教科が児童・生徒の人間形成に果たす役割
各教科にはそれぞれ歴史があり,内容の変遷もあ
る。しかし,時代が推移しようとも変化しないもの
はその教科の児童・生徒の人間形成に果たす役割で
あり,その教科の目的や基本理念の探究である。 教
育基本法には教育は児童・生徒の全人格の育成にあ
右としている。 全人格を担う,各教科の受持っ役割
があるはずだ。 これを各教科の軸として捉え,その
基本に立ち返って検討する必要がある。 今日的な教
育問題の解決にもそれなりの役割を各教科が果たす
ことによって解決の糸口が見っかるのではないだろ
うか。
3.教科教育研究の内容と方法
学校教育の中心は授業である。 一時間の授業,通
年にわたる教科,それを支える学校などの事柄に関
わる諸問題を科学する。 それを空理空論でないため
に,実践から離れずデータを基に研究を推進するこ
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とだ。その内容として,上で述べた教科の原論,学
習課程,学習指導,指導内容及び教材開発であるこ
とは言うまでもない。 もちろんこれらの研究を進め
るにあたり背景となる科学として教育学,教育心理
学とりもなおさず認知心理学,社会科学及び統計学
などを視野に置くべきであり,これらの諸科学の研
究成果や研究動向に注目する必要がある。
授業,教科及び学校が研究対象であっても,その
探究法は仮説・検証であり,検証は論理やデータの
解析である。その手続きは研究目的,構成概念の構
築,尺度構成,実験授業,データ採取,考察であるO
これによって生徒の学習のメカニズムを探究する。
方法論として言語連想,質問紙法,再生刺激法,プ
ロトコル分析,問題場面法などを用いる。 解析には
統計学や推計学である,検定,分散分析,多変量解
析,共分散構造解析などを用いる。 これらは学部や
大学院教育における教科教育として必修の学習内容
である。
4.二十一世紀の教科教育への提言
現在の教育界の潮流や,教育学部を志向する学生
の傾向から教科教育は不振のときである。 しかし教
科教育は重要であり,不易と流行という詞もあるよ
うに,喝采を浴びなくても淡々と責任を果たすこと
が必要である。
この不振の教科教育を再生するには,教科がその
中心軸を学問体系の視点から人間発達の視点へ移す
べきである。そして,知識が爆発する現代において,
基本的知識と枝葉末節的な知識を大別し,単なる興
味本位で時間を浪費させるべきではない。 そして知
識より意識の滴養が重要であることを認識すべきで
ある。言い換えれば,各教科の人間形成に果たす役
割を再認識し,各教科の根源に返る,そして各教科
の機能的役割を果たし,知識より意識へ転換するこ
とにより教科の衰退を免れることができよう。 その
ためには広く保護者や市民を取り込んだ調査研究が
求められる。
筆者流にその根源を考えると技術科教科はものづ
くり学習を通して人としての基本的態度を養う,す
なわち,丁寧に作業する,工具を大切にする,整理
整頓する,最後まで頑張る,他人と協力する及び安
全に気をっける等である。
現場の教師が困惑している問題の一つである関心・
意欲・態度の評価に科学的道筋を具体的に提案でき
る研究や児童・生徒の発達や市民としての資質の育
成について科学的根拠をもった教育課程研究が必要
である。
さらには,児童・生徒の意識,意欲,効力感等の
心的状況を研究し,その成果を各教科の学習指導や
教育課程編成へ利用される道筋を見出したい。 認知
心理学を基底とした児童・生徒の学習のメカニズム
の探索から,集団としての学び,共同学習に目を向
ける。構成主義から社会的構成主義へは,認知研究
による学習のメカニズムの壁を児童・生徒の共同学
習で乗越えることにある。 この分野の研究は緒に就
いたばかりで,佐藤学は学びの共同化に目をむけ,
教育現場を頻繁に周りその重要性を説いている。 西
川潤は理科教育を軸として,この学びの共同化を探
究しており,その成果が期待される。
教科に関する研究は日本教科教育学会だけではな
い。各教科それぞれ各科教育学会が存在する。 日本
教科教育学会は教科教育研究のまとめ役としてその
各科教育学会と連携すべきである。 さらに,これま
で多くの教科教育研究者が実践していることである
が,教科教育は教育現場とのより強い関係を作る必
要がある。単に声をかけられたときだけでなく,自
ら進んで学校現場の研究会や県の研究大会に出席し
て自らの研究成果を述べ,そこで研究テーマを採取
する。もちろん教科教育にも基礎的研究がある。 し
かし,それが基礎的研究であっても将来どのような
実践を目指すのか基礎的研究の中に記述する必要が
ある。そうすることによって,なおいっそう教科教
育研究と現場の実践が結びっき,その成果を教育政
策に提言できるのではないだろうか。
本稿は平成18年大阪教育大学にて開催された日本
教科教育学会シンポジウム「二十一世紀の教科教育
への提言」を一部改定・改題したものである,
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